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2019年度総会および公開講演会、懇親会開催のご案内 

 

2019年度OMEP日本委員会総会を下記の要項にて開催いたします。総会に引き続き、公開講演会および懇親
会を開催いたします。今年度はいよいよ、OMEP日本委員会が開催するOMEPアジア・太平洋地域大会（APR）
が 2019年 9月に開催されます。大会テーマは、前回の香港での地域会議のテーマ“Enhancing the Quality of 
Early Childhood Education”からのバトンを受け、「保育の質」といたしました。乳幼児期の教育の重要性、特に
０歳から就学までの一貫した教育・保育の重要性への認識が世界中で高まり、保育の質の向上を目指す施策が各

国で投入されつつあります。アジア・太平洋地域各国においても、全ての子どもに質の高い教育・保育の機会を

提供することを目指して、保育の無償化や、カリキュラム改訂、保育者資質向上の施策がなされています。その

議論を国内から視野を広げて、本大会では「保育の質」をテーマとして追求していこうと考えています。 
 加えて2019年は、1989年11月20日の国連総会での子どもの権利条約が満場一致で採択されてから、30年
目にあたります。しかしながら、日本では子どもの貧困・虐待問題の増加、保育の最低基準の改善の遅々として

の遅れ、無資格保育者の雇用の容認による保育現場の多様化など、矛盾点が未解決のままです。子どもの貧困は、

アジア・太平洋地域内の重要な取り組み課題でもあります。このような世界OMEPや国連の動きと連動し、子
どもの権利、SDGs4.2、アジア・太平洋地域におけるESDなどを本大会のサブテーマに置き、シンポジウムや
研究発表など、活発な議論の場を設けることを計画しています。 

OMEP日本委員会は、国連子どもの権利条約を世界の人々と手を結んで擁護し促進する活動と共に、質の高い
幼児教育・保育の研究と実践を、世界 70 か国の国内委員会と国連・ユネスコ・ユニセフと協力して進めていく
団体です。理事一同、会員の皆様とより一層の活動ができますよう努力をしてまいります。 
今回の公開講演会は昨年、プラハ（チェコ）で開催されましたOMEP世界総会においてOMEP名誉会員とし
て承認されました金田利子先生をお招きして記念講演を開催する予定です。 
懇親会では、2019年7月に開催される第71回OMEP世界大会（於：パナマ）についてのご紹介も行う予定
です。年に1回ではありますが、会員の皆様の情報交換と交流の場となることを願っております。 
また、公開講演会は会員外の参加も歓迎です。OMEPの活動について関心をお持ちのご友人やご同僚をお誘い
くださいますよう、お願い申しあげます。 
出欠のお返事を同封のハガキにて3月15日(水)までにお知らせくださいますようお願い申し上げます。 
OMEP日本委員会からの情報は、ホームページにおいて随時更新しております。ぜひご覧ください。 

 
記 

日時：2019年3月30日(土) 14時00分～17時00分 
 

場所：大妻女子大学 千代田キャンパス（本部） （案内図参照・F棟 342教室） 
〒102-8357 東京都千代田区三番町12番地（JR  市ヶ谷駅から徒歩約10分） 

〇総会 14時00分～15時00分 
議題：2018年度  事業報告・決算等 
  2019年度  事業計画・予算等 

〇公開講演会 15時20分～17 時00 分 
           記念講演会 『保育の質と子どもの権利条約』金田利子先生 

－ 懇親会会場へ移動 － 

〇懇親会 17時30分～19 時30分 
  アルカディア市ヶ谷（4階 鳳凰の間） 
〒102‐0073 東京都千代田区九段北4－2－25 
懇親会費：6,300円 

 
 



 
 
【金田利子先生 記念講演会概要】 
 
子どもの権利条約を保育の質の視点から皆様とともに読み解きたいと思います。 『“保育の質”の探求』（金

田・諏訪・土方共編著）において、「保育者と子どもの関係」を基軸に保育の質を捉える指標の概念図（1～6
層の構造、同上著 P.21）を作成しました。直接子どもとかかわる最も上層の内部面とそれを支える外部面
や中間のシステムと共に考えていく必要があるのではないかと考えてきたからです。子どもの権利条約の

中には、こうした6層にわたる内容が盛り込まれているように読み取れます。それを具体的に取り上げて、

どの子もが生活の主人公として幼児期を輝かせることのできる保育の在り方と権利保障の状況とを関連

付けて考えてみたいと思います。 

 

 

 

 

 
＊ご質問ご意見ご相談等ございましたら、事務局長（冨田久枝）までご連絡ください。 
 【連絡先】OMEP日本委員会ホームページ「お問い合わせ」https://www.omepjpn.org/contact まで 


